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日本油脂㈱武豊工場 湿綿薬置場

で発生した火災に関するご報告

２００５年８月１５日

日本油脂㈱ 愛知事業所 武豊工場
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ご報告内容

１．火災の概要

２．管理体制

３．推定原因

４．再発防止に向けて
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１．火災の概要
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２．管理体制
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• 化学物質を製造、又は取り扱う
事業者が、自己決定・自己責
任の原則に基づいて、化学物
質の開発から製造・流通・使
用・最終消費を経て廃棄に至る
全ライフサイクルにわたって、
環境・安全・健康を確保するこ
とを経営方針において公約しそ
の対策を実行し、改善を図って
行く自主管理活動です。

レスポンシブル・ケアとは
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日本油脂㈱ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱの推進体制
ＲＣ活動に関わる重要事項について、
討議・審議・監査し、社長に上申する
とともにその内容を社内外関係者に
周知徹底する。

統括ＲＣ管理者と連
携して、箇所における
ＲＣ活動を推進する。
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愛知事業所の危険物保安管理体制
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３．推定原因
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保管状況（発火源）

① 湿綿薬（綿薬・水）

ビニル袋に封入後、金属ドラムに収函

② 駆水綿（綿薬・アルコール）

駆水缶に水を添加して直接収函

③ 回収アルコール（水を含有）

ケミドラムに直接収函
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発火原因（推定）

① 湿綿薬の発火

・気密性は高く、発火源となる可能性は低い。

② 駆水綿の発火

・保管容器の気密性のばらつきにより、表面の乾燥

による残酸の濃縮による分解速度の上昇

・空気/水分の影響による分解温度の低下

③ 回収アルコール

・アルコールの蒸気爆発については、当該保管室は
静電気が発生し得る構造でないことから、可能性
は低い。
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駆水缶縁部の割れ
駆水缶縁部の変形

駆水缶 内径φ39cm×高さ７３ｃｍ

参考１
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湿綿薬ドラム
内径φ56cm×高さ87ｃｍ

参考２
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発火原因（推定）まとめ

【発火源】

駆水缶入り駆水綿

【発火原因】

気密性が高くない保管容器において、空
気の流入による分解温度の低下

さらには、表面の乾燥に伴う残酸の濃縮に
よる分解速度の上昇
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４．再発防止に向けて
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管理の強化

１．綿薬の管理強化
火薬類に準ずる管理体制の構築

２．保管基準の強化
管理項目の追加：定期的な水分測定及び安
定度試験の実施等

保管容器の気密性の確保

３．作業マニュアルの見直し

４．その他危険物に対する水平展開
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おわりに

今回の火災事故に際し、皆様方に多大な
るご迷惑、ご心配をおかけいたしまして誠
に申し訳ございませんでした。心からお詫
び申し上げます。

先ほどご説明申し上げました対策を確実
に実施し、皆様方の信頼を得るべく従業員
一同再発防止に努めてまいります。
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